
2.今後の展望

以上の研究 1の限界を踏まえると、今後の展望として以下のことが挙げられる。

( 1 )今後は研究対象を広げて、再就職支援会社の支援を受けている中高年男性失業者の

うち、例えば、聴覚障害等、精神障害以外の障害を抱えた人の失業体験も検討する余地が

あるのではと思われる。

(2 )今後は研究対象を広げて、中高年男性失業者を支援する側である、キャリアカウν
セラー、家族等の調査も研究対象として、支援を受ける側と支援をする側の相互作用も扱

い、立体的なモデルも検討していきたい。

(3 )例えば、ハローワーク、精神障害者の就労支援を目的としている NPO法人、およ

び、精神障害者専門の人材紹介会社等、中高年男性失業者の再就職活動を支援する他のフ

ィールドにも調査対象を広げていきたい。他のフィールドにおける、失業体験のモデ、ル、

および、心理的援助のモデルの特徴等を比較検討することにより、それぞれの組織におけ

る支援の特徴が明確になり、中高年男性失業者への支援の視点が増え、支援の精度が向上

することが想定される。

第4章 中高年男性長期失業者(1年以上)の失業体験のプロセス研究

1 .問題意識

研究者の問題意識としては、中高年男性長期失業者(1年以上)は、雇用保険が切れて

経済的困窮度が増すとしづ経済上のリスクや、長期化が原因で体調不良になりやすい等、

多軸のストレスに曝されており、心理的援助が必要とされているが、十分な心理的援助を

受けられていない状況にあると認識しており、失業期間が長期化した中高年男性失業者の

支援については、再就職の現実的なスキル面の支援だけでなく、メンタル面とキャリア面

を統合した臨床心理的な支援が必要なのではないかと考えている。

11. 目的

研究 2は、中高年男性長期失業者(1年以上)の失業体験のプロセス研究であり、再就

職支援会社で支援を受けている、失業期間が長期化(1年以上)した中高年 (40代、 50代)

男性失業者が、現在進行形の失業をどのように体験しているのかを明らかにすることを目

的とした。

皿 方 法

1. データの範囲 (Table3.参照)

( 1 )調査対象者

研究者が所属している、業界大手の再就職支援会社において支援を受けている中高年男

性失業者のうち、失業期間が長期化(1年以上)に及んでいる、中高年男性失業者を調査
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Table3.失業期聞が長期化した中高年男性失業者調査対象者(長期化)(13人)一覧(うち、分析対象者11人)

|分析対象者3 分析対象者4 分析対象者5 分析対象者6 分析対象者7 分析対象者8 分析対象者9 分析対象者10 分析対象者1

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏 H氏 I氏 J氏 K氏

2012年11月 2012年2月 2012年2月 2012年4月 2012年4月 2012年5月 2012年4月 2012年5月 2012年5月 2012年4月

1年2ヶ月 1年1ヶ月 2年10ヶ月 1年11ヶ月 2年10ヶ月 1年10ヶ月 1年1ヶ月 1年1ヶ月 2年1ヶ月 1年1ヶ月 2年

104分42秒 95分33秒 81分50秒 92分31秒 101分44秒 102分2秒 94分9秒 86分55秒 101分36秒 93分41秒 91分34秒

男 男 男 男 男 男 男 男 男 男 男

50代後半 50代後半 50代後半 40代前半 40代後半 50代前半 50代前半 50代後半 50代前半 50代前半 50代後半

大学院卒・理系 大学卒・理系 大学卒・文系 大学卒・理系 大学院卒・理系 大学卒・理系 大学卒・理系 大学卒・理系 高校卒 大学卒・文系 大学卒・理系
1 〆ゼE

σぴココ

婚現経在験、独有身。前。離妻

妻、子ども2人|との聞に子ども|妻、子ども2人| 妻 委 妻 |妻、子ども3人| 妻 妻

2人

大手コンサルタ Itþ~~~~u I信AV簸機会器社製.造大臨手I システムインT オーディオ・ピ 消費者金社融、債
大手ネットワー

半導体製造 大手損害保険 クコンサルティント会社の技術中堅食品会社 住宅設備等の大手家電メ一 グレーン、ヨノ‘ ジュアル機器等
メーカー 権産回収会 、不 会社 ング会社の子コンサルタント ー売= 中堅商社 カー サービス のt 研・販究売開発・製 動会社

会社

約2000人 約500人 約5000人 約1000人 約20000人 約3000人 約3000人 約40000人 約200人 約20000人 約100人

技術コンサルタ 営業、マーケ シスァームエンジ 営会門ス社業タ立、ッ不ちフ動上、産新げ部
システムエンジ

半導休体SE.半 理内庖部、・営業監業務査所改、管支善・
システム開発、 ネットワーク設

開発設、事計業、研戦究 ニア、プロジェク プロジェクトマ 計・倦管築、 LSI設ティング、およ 社
開発 略 ト管理、業務効

技術、商品企画 導品質、マイ
ネージャー、リ 言十・ 理

び、営業管理職ー スタッフ 率化支撮
コン設計

指導・教育 スク管理

有。 1回 無 無 無 無 無 無 無 有。 2回 無。 有。 4回



対象者とした。同僚キャリアカウンセラーで、下記の条件を満たす、中高年男性失業者を

リストアップしてもらった。担当キャリアカウンセラーからクライエントに声をかけて、

研究目的、調査内容、倫理的配慮を記載した書面を口頭、および、メールで、確認してもら

い、同意がとれた中高年男性失業者にイ ンタビューを実施した。了解が得られてからは、

研究者から電話およびメールでアポイントメントをとった。調査場所は、研究者が所属す

る再就職支援会社の面談ルームを使った実施した。

以下の条件を満たすものを調査対象とした。

①調査時、再就職支援会社で支援を受けている、 40代、 50代の中高年男性失業者

②調査時、失業期間が 1年以上経過している人

調査対象者は 13名で、あった。それぞれのインタビ、ュ一時間は、 81分から 104分で、あった。

調査対象者の許可を得てインタピ、ュー内容を録音し、逐語記録に文字化した。

(2)分析対象者

13名に対して面接調査を実施したが、 L氏、 M氏の 2名については、調査依頼時には失業

中で再就職活動中であったが、面接調査時には、入社はしていないものの、内定をしてい

た状況だ、った。そこで、 L氏、 M 氏の 2名について、インタビュー内容を逐語化して検討

したところ、内定を受諾して入社待ちの状態で語られる内容が、他の失業中の調査対象者

とは質的に相違すると判断して、本研究の分析対象者から外した。結果、 11名を分析対象

者とした。

( 3 )データの収集法

調査対象者に対して個別の半構造化面接を行い、データを収集した。以下のインタビュー

ガイドをもとに、調査対象者に自由に語ってもらい、その語りの流れの中で研究者の意図

的な質問を加えた。

(4) インタビューガイド

・会社からリストラ宣告を受けた時、どのように感じたのか

-初めて再就職支援会社を訪問した時にどのように感じたのか

・失業後、 3ヶ月くらいはどのように感じていたのか

-失業後、 6ヶ月くらいはどのように感じていたのか

-応募しでもなかなか受からないことについてはどのように感じていたのか

・ご家族をはじめ、周囲の方の支援はどのような感じだ、ったのか

・キャリアカウンセラーが支えになったこと(姿勢、言葉、アド、バイス)は何か

.これまでの失業期間を振り返ってどのように感じているのか

(5 )倫理的配慮

インタビュー調査依頼の際に、調査対象者のプライバシー遵守、データの管理方法、調査

結果の公表時の配慮、本調査においてスーパーヴァイザーの研究指導を受けること等、に

ついて口頭および文書にて説明し、同意を得て実施した。

(6 )調査期間
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インタビューの実施時期は、 2011年 10月""'2012年 5月である。

2. 分析方法

研究 2で得られた逐語データは、 M-GTAにより質的に分析した。 M-GTAは木下(2003)に

よって考案された質的研究法であり、データに密着した継続比較分析により、医療、介護、

福祉等のヒューマンサービス領域の研究テーマに限定された範囲において、説明力に優れ

た動的理論を生成する質的研究手法である。この研究法は、相互作用性・プロセス性を持

った人間行動に関して、説明力があり予測にも有効とされる。また、分析ワークシート等

の具体的手順、結果の応用等、一連のフ。ロセス自体が、研究結果の“検証"になり得ると

いう立場が明示されており、研究結果の現場での応用を視野に入れている研究 2の目的と

も合致した。さらに、研究 2は、以下の点で M-GTAに適していると考えた。

( 1 )データに密着した分析による人間行動に関する“理論生成"という観点では、研究

2は、失業期間が長期化した中高年男性失業者が失業をどのように体験しているのか、に

ついて説明力のあるモデルを生成することを目的としている。

(2 )分析対象とする現象の“プロセス性"という観点では、失業期聞が長期化した中高

年男性の失業体験は、リストラ宣告を受けて、再就職活動を開始し実施する中で直面する

現実をどのように受け入れていくのかという、限定された範囲の集団の動的なプロセスを

含んでいる。

(3 )応用者が最適化を図りながら目的に応じて“現場で活用する"という観点では、再

就職支援会社において、失業期間が長期化した中高年男性失業者に対してどのような心理

的援助をしていけばよいのかについて、具体的な支援の手法への応用につながる可能性が

ある。

(4)“社会的相互作用"という観点では、失業期間が長期化した中高年男性の失業体験は、

リストラされ、失業としづ環境に置かれた状況において、中高年男性失業者が家族、仲間、

および、キャリアカウンセラ一等、複数のソーシャルサポートと関わりながら、現実を受

け入れていくプロセスである。

3. 分析テーマと分析焦点者

M-GTAで、は分析テーマと分析焦点者の 2点から分析を進める。研究 2の分析テーマは「再

就職支援会社で支援を受けている、中高年 (4Q代、 50代)男性失業者が再就職中に向けて

直面する現実を受け入れていくプロセスJで、分析焦点者は「再就職支援会社で支援を受

けている、失業期間が長期化 (1年以上)した中高年男性失業者」とした。

4. 分析手順と分析ワークシート

分析手順については、以下のように進めた。まず、前述した分析テーマに照らし合わせて、

自らの失業体験を詳細に語った人のうち、豊かな内容を語っており、研究者が最も着目し
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た人の逐語を繰り返し読み、分析することから始めた。次に、研究者が最初に重要と思い、

着目した文脈の語りを検討し、その意味の解釈に沿って他の文脈や他の人の逐語データに

ついて類似例を検討した。そして、該当すると思われるヴァリエーションを抽出し、それ

らを総称する定義を記述し、概念名を決めて分析ワークシートを記述した。また、分析ワ

ークシートには、対極例や検討した事項等を理論的メモとして記述した。さらに、最初の

概念とは逆のヴァリエーションを抽出し分析ワークシートを作成した。このように、比較

分析を継続的に行った。また、研究結果の信頼性、妥当性を高めるために、事例研究の分

析段階で共同研究者のゼミ大学院生と繰り返しディスカッションを行い、指導教授のスー

ノ々ーヴィジョンを受け、分析を行った。

5. 概念く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>の生成過程

概念生成のひとつの事例を提示する (Table4.) 0 ["斜字体Jは、分析ワークシートのヴァリ

エーションからのデータである。なお、 oは研究者による語りのデータの補足である。

概念く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>の概念生成は、当初、『現在、体験

している失業期聞が、自分の人生にとってどのような意味があるのか』という質問につい

て、現状、失業期間が長期化して、再就職先が決まらない渦中にいる調査対象者は、自ら

の感情や思考がまとまらず、上記の質問に対して、思考を整理したまとまった答えがすぐ

には返ってこないことを想定していたが、質問に対して、予想に反してあらかじめ整理さ

れたが知く、『削ぎ落としよ『垢落とし』等の、あたかも予め整理されていたようなヴァリ

エーションが抽出されたことが発端であった。これらのヴァリエーションからは、書類選

考、面接等の度重なる不合格を経験する失業期間中においても、常に自分のこれまでの人

生、これからの人生、および、自分の内面と向き合う作業を継続的に行っていることが示

唆された。また、再就職活動成功のために、自らのスキル、経験の『キャリアの棚卸』を

しているだけでなく、謂わば、『人生の棚卸』といった、自らの内面のもっと深い所の根源

的な振り返りの作業をしていることが窺えた。具体的なヴァリエーションとしては、["(A 

3 7) ぞれ(;J: るっと、パ生とい :3tJ のを定めたg てツ~ft-3 j: :3 (，ご在ったといクか、といク

ごとまんf士"c!::1ft{いよさずユ tJ:3:P、LλII/Jの本質的jご必要法るのの新分つで、っさつめでいjプ

(;f: 宗義?の世界jご泣ぐ1;t!J:i:すjプと、、ぞクい:3tJのが、 いそラん在るのが J りそぎ濠c!::d

ftでいぐっでいクか点、 ぞク L づ ff!!コサス~"C!: 1ft(いよされ」、 r(B5 1) ;!jjjをl!kクたLLdずまで

働いでまた;!jjjC!::、で、平t主ぎにや!J7t;ó~ヲ f士ごと (;J:(iiJ，小、ずググーマンと L でお。ゃっ (;;1!J、

大手きとかぞクいクとご与の広帯とかね、ぞクいクご tをやりたいと土、つでぞクいタごと、

eh c!:: EV)盆業でらっちゃV)会街在んだげと;ごれからごク f伊ぴ-3ぞ)でいクとごδで、浴

かめに~lfcの才/.;fd2凄7士、、c!:: 1ft{いよさすので、ぞ:3 V)クとごδで6つで、若fv川と-，f.#1ご点、

がんば、つでいjプn(;f'C!::1ft{つでいたんですげと、、点。」、[" (J 2 4 P-2 5 P) 在んですげと:

ぞ:3[;ゃ凌ぐでやっIf!J 、正あ、 É1 cj亨Z宏之冶仰";士》んだ、ヲでごク仕事のやでI;J:~ つでよさ
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l Table4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

概念名 1

定義

ヴァリエーション

(前回)自分にとって大事にしていたものが分かる

斗(概念名変更) 議表後{:~;殺が浮き彫りにされる斗(概念名変更)譲れないものが浮き彫り

にされるこ今131105(概念名変更)追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

(前回)失業期間の再就職活動中に、自分の人生にとって、大事にしていたものをあらため

て見出し、再確認していくプロセスを体験する。新たなものを見出すのではなく、これまで

の人生経験、企業経験等の中で蓄積してきたものの中から発掘して、再確認していくプロセ

スである。

=今(定義名変更)失業期間、再就職活動を通じて、

企業経験等でまとわりついてきたものが洗い流され、本来の自分が表れていくプロセスを体

験する。

って、っきつめていけば、

宗教の世界に近くなりますけど、そういうものが、いろんなものが、

A37 自分の生きるということに対して、必要なものの本質って何かっていうと、そうい

うところを逆に総 務;免除郎 時間になりますから、初心の安寧は得られるんだけど、

将来にとって、それがプラスかマイナスかっていうと、分かんないですよね。

A38 そうそうそういうこと、何があればいいのかな、ってことで、当然、こういう時聞

があれば、そぎ落としの方に人聞は志向しますよね。そういう面では、すごく、

になるっていうんですかね、部分がありますよね。

B 5 1 瞬脚紡滋 警充実欄脱税務と、で、 路議議級殺蹴議鰍関脇、サラ

リーマンとしてね。やっぱり、大学とかそういうところの広報とかね、そういうことをやり

たいな、ってそういうこと、あと若い企業でちっちゃい会社なんだけど、これからこう伸び

るぞ、っていうところで、絶対的に年配の方が必要だと思いますので、そういうところでもっ

て、若い人と一緒にね、がんばっていければと思っていたんですけどね。

C426 うん。あと、別に今まで仕事にしても、それで・・・。人から見ればね、それが

しW、か悪し、かっていろいろあるだろうと思うんですけど。別に私は、そう、それで、ずっとや

ってきて、それで臨戦株主判閣議機縦波勝。それは相手がどう思おうがね、

正直な話、知ったこっちゃない

D275 そうですね。議議[J議め

じゃないですか、人間ていうのは。決意表明だけじゃなかなか身に付いた性格変えられ

ないと思うんですが、今私のもっている性格ですとかいい所を変えるんじゃなしに、いい所

言は、理想っていうか、後から後悔し

37 



i Table4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

たくないんでそこは 1年経ったっていうプレッシャーがあってもある程度は守っていきたい

なぁと思っていますね。

(G 3 6 P) G :その越えた時に「あれもこれも諦めちゃった」っていうような結果にはし

たくないと思うんですね。最:低限の紫、ですよね。

も持っているので、実際に目の前で妻がそういうようになっているんで、

じたくないなっていうようなモデルケースにしているのかな、

(G 3 7 p) G :仮にあのー、給料と休みがちゃんと出れば、土日・祝日っていうのはち

ょっと、もうボツボツと予定を入れちゃっているんで、今年は。土日・祝日が休みっていう

条件と 500万という条件はマストですね。あとは今のところ、

としてやっていきたいですね。

(J 2 4P~2 5P) 

J :なんですけど、そうじゃなくてやっぱり、まあ、自己実現だな何だ、かんだ、ってこう仕事

の中で、は言ってますけど、くそ忙しくて結局金貰うために働いてるんだよねぐらいの感じで

しかなかったですけども、もう 1回こうやって見てみてると、

っていう感じがしてます。

くイン:まずは思いがあって>

J :それが本当に強くないと相手も採ってくれないのかもしれないし、そこをこうやって見

て、

E 1 5 0 ああ、でもね、結局ね。キャリア・カウンセラーのかたと話しても、さっきの辞

めるときの決断じゃないですけど、決断って自分で下すものじゃないですか。で、その相談

しても、結局引き出すのは自分じゃないですか。相手がし 1ろんなこう、気づきのヒントにな

ることは提供してもらったりとかありますけど。

を助けたり、援助したりっていうことはできますけども。結局本人がそこからこう、持って

こないことにはほかの人が何をやりたいって、あなたがこれがやりたいよねって、できる類

ではないですよね。だから、そこであんまりカウンセラーのかたと相談することで、どうこ

うっていうことはそんなに思つてないんですよ。もちろんきっかけになるようなことがあれ

ばっていうか、そうい うようなものがあると本当にいいなって思う期待はしますよ。今日行

があればいいなとは思いますよ。だけ
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lTable4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

E214 今後の人生においても、このいまのやってることは絶対必要で、(人生を)ナビ

ゲートするには不可欠だっていうふうに思ってるので。

くイン:そこにいくとど うですかね、そのことばとして言うと、その働き方っていうんです

かね、その人生に対する自分の考えっていうんですかね。そこらへんはどんなふうな変化と

し、うか>。

E279 働き方?

くイン:働き方、まあ生き方っていうんですかね。要は人生全般っていうことですかね、い

まちょっとキャリアチェンジっていうキーワードでいうとですけど。その生き方、あり方で

すかね、自分の。その中での変化っていうのはありますか?抽象的な質問で申し訳ないです

けど>

E280: 

くイン:貢献、貢献はい、社会貢献とか。>

E 2 8 1 必ずこちらに来てらっしゃるかたっていうのは、絶対どっかで考えると思うんで

すけども。その貢献に対する、まあ、前からそういう考えてることは、貢献に対して思うこ

とはあった。 35f副総点::2己尽き必

そういうようなところに着地点を見出したいなっていうふうに。

くイン:なるほど、それはやっぱり変化、変化ですか。いままではちょっと，思ってたけども。

> 
E282:あったんですけど、なんでしょうね、

の何かを優先することのほうが多かったかもしれないものが、前の感覚だ、ったらどれだけ貢

献できたんだろうって思ったときに、ちょっといまいちだよねって思っても、でもなこれが

あるからっていうようなことで、たぶんゴーできたかもしれないんですけれども。いままっ

たく同じ感覚で見たときに、こう外していいのかよって思うんですよね。こっちそんなに大

くイン:なんか改めてそうい う位置づけのほうが自分は効果が上がるというか?>

K:そうですね、やっぱり 。 I社では、部下も何も無いんでみんなベタなんですけれどね、人
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I Table4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

理論的メモ

に教えるにはちょっと難しすぎて教えられる相手がいなかったですけれどね、 I社に。

で、

くイン :ああ。それはやっぱりあれですか、その、自分の部下とかが成長していくのがうれ

しかったりするんですか。>

K:そうですね。

イン:ちょっと違うかなぁということですね。

K:うん、改めて。

イン:はあ、はあ。

K:なので、

(K 3 5 p) 

くイン:なんかそういう、先生なので「あれ ?J と思って、ちょっと意外に思ったんですけ

れど。>

K:父が教師だったんで免許は取ったんですけれどね。

くイン:そうなんですか>

K:いっぱいありますよ、 4つかなんかあります。

くイン:その、教えるっていうのは、なんか Kさんの中では大事なことなのかなぁと思った

んです>

K: 

120407:当初は、再就職が決まって失業体験を振り返ったときに、「失業期間が自分の人生に

とってどのような位置づけだったのか」について、振り返りをすると考えており、質問に対

してなかなか答えが出てこないことを想定していたが、割とすんなりと「削ぎ落としJr垢落

とし」等の言葉が出てきた。失業中において、常に自分の人生と向き合う作業をしており、

「キャリアの棚卸Jだけでなく、「人生の棚卸」をしていることが窺えた。

120407: r削ぎ落としJr垢落とし」等、表現は異なるが、「自分にとって本質的に大事なこと

は何なのか」を見出す作業をしている。大事なものというものは、長い企業経験の中で、ま

とわりついた何かを洗い流して、その結果、自分の中に残ったものというイメージの言葉づ

かいをしている。

120407:C氏の場合、自分にとって大事なものは変えないし、他の人に理解できなくてもいい

ではないか、とし 1う頑なな姿勢は、前職の会社についての長年の思いが蓄積して固まってき

たものではなし 1かと想定される。A氏、 B氏のトーンと違うのは、「前職自体はもう第二の人

生みたいなところもあったのでJと表現しているように、退職する前からすでに自らの内面
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lTable4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

と向き合う作業を始めており、いい意味でも悪い意味でも、「自分はこうだ」というものが固

まっていたことが窺える。

120407:D氏の場合、変えられないものがあるということに加えて、いい所を伸ばしていくス

タンスがある。 D氏の場合、他の 3人に比べて世代が若いということもあり、自分の人生に

次の段階に向けて前向きに取り組もうとしている姿勢の現れでもある。

120407: I自分の中での変わらないもの」、「自分にとって本質的に大事なもの」等、自分にと

ってコアな部分があることは、長期間の再就職活動の困難を乗り越えていくことができるひ

とつの要因かもしれないと思う。面接を何回も落ちて挫折感、喪失感を体験しても、周囲か

ら早く就職しないのかというプレッシャーを受けてストレスを感じても、継続的に再就職活

動ができるのは、拠り所になる自分が大事にしているものがあるからだと思う。

120408:何か「新しいもの」を身に着けていくというより、中高年に至った今となっては、こ

れまでの様々な経験で積み重ねてきた中で、陶冶されてきた自分の性格、本質的に大事にし

ていること等を意識化していくプロセスの中で、次の「物語」を紡ぎだしていくコアの部分

が形成されていくプロセス。また、その内容は、これまでの「組織との物語Jの違いによっ

て、質的な違いが生じることが窺える。

120409: (ゼミ生からの意見) I自分にとって大事にしていたものが分かるJというよりは、

自分そのものが泥まみれになっていた状態から、泥が洗い流されて「自分そのもの」が見え

てくるプロセスではないか。概念名もそのようなニュアンスが伝わる名称がいい。「本当の自

分って何?J I自分とは何なのか?J

120409: (ゼミ生からの意見)自分自身を見ていくプロセスではないか。自分を「浮き彫り」

にしていくプロセス。その人自身の実体。自分そのものが「浮き彫り」になる。

120413:ゼミ生からの意見をもとに、概念名を再検討。その際、データそのものから浮かび上

がってくるニュアンスを大事にする。「自分にとって大事にしていたものが分かる」から、「本

当の自分が浮き彫りにされるJ

※「削るJr浮き彫りにするJI泥にまみれた自分を洗い流すJI垢を落とす」というニュアン

スを概念名に入れたい。プロセスに、「企業経験で蓄積した垢を落とすJというプロセスで、

結果、「自分が見えてくるJというプロセスではないか。はじめから、自分自身を見つける目

的ではない。再就職活動の各段階で、これまでの企業経験で溜まった垢が洗い流されていき、

結果、本来の自分、本当の自分、自分自身の実体が顔を出してくるプロセス。概念名の候補、

「企業経験で蓄積した垢が削られるJI自分自身が浮き彫りになるJI蓄積した垢を洗い流す」

「これまでに溜まった垢を洗い流す」能動的か、受動的かで表現が変わる。

120415:定義の変更。「そぎ落とすJI削るJ等のニュアンスを盛り込んだ定義。使用例:I浮

き彫りにするJr浮き彫りにされる」

120417: r自分の生きるとい うことに対して、必要なものの本質って何かJを探っているの

ではないか。「これだけはゆずれなもの」を分かつていれば、これからのキャリアを失敗

しないのではないか。譲れないところを探している。そのために削ぎ落としたり、垢を
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日同:分析ワークシート例:概念名:追し泊まれて最後の一線が浮滞日される

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

落としたりしている。イメージとしては、はじめは「こういう仕事いしリと言っている

が、だんだんレベルが下がってしだ。どんどん妥協してし 1く。その中で、自分の譲れな

いものを知りたい、確認したい。どこまで譲れるのか。最低ラインはどこなのか。例え

ば、ガソリンスタンドにも行けるのか。人として最低限譲れるところはどこなのか。

120417:以前の概念名の「大事にしていたものj というのは、イ ンパクトのある表現では

ない。このデータからはインパクトのあることが語られている印象がある。「譲れないも

の」という表現だと、このデータを代表するものなっていのか、少し局所的な気がする。

ニュアンスとしては、聞をとるみたいな。「インビボJデータの中の言葉をそのまま概念

名に使うことも?一般化しようとするあまり、言葉のインパクトがなくなっている。「浮

彫にされる」ってしづ表現は、前に比べるニュアンスが入っている気がする。「本来の自

分」という表現の方が気になる。カウンセリングの中で、「自分自身になっていく Jカウ

ンセリングフ。ロセスの中で、自分自身に出会うというようなイメージになっている。そ

ういう意味では、まとめれば、「大事にしていたもの」ことになるが。でも、「大事にし

ていたもの」という表現は、あまりにも一般的な気がする。

120417: r大事にしていたもの」というきれいなものではない。ちょっと苦いものもあるかも

しれない。本当はそこに近づきたくない。本当は見たくないもの。再就職なんかなければ、

見ないですんだかもしれない。どこまで自分を落とせるか。

120417:B氏の語りは違う気がする。「落としていく Jというニュアンスと違う。その中で自

分がやりたいこと。

130608:久々に長期化した中高年男性失業者の分析を再開する。分析テーマを再度、検討する。

精神疾患を抱えている中高年男性失業者の分析の際に、当初、「再就職における困難をどのよ

うに乗り越えているのかを明らかにする」と設定したが、同様にまだ、「乗り越九ているjわ

けではないので、分析テーマを「再就職における困難をどのように受け入れているのかを明

らかにするJとした。精神疾患を抱えて活動している中高年男性失業者と同じ分析テーマを

設定して相違点、共通点を比較したい。

130608:分析テーマを 「再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにす

る」とした時、分析焦点者の長期の活動を「支えてきたもの」を明らかにすることと、一方

で「なぜ、長期化してしまったのか」を明らかにするという複数の動機があるように思う。

すなわち、 1年以上の長期間の活動が継続できる失業者の心の内面の変化のプロセス、そし

て、失業者を支える複数のソーシャルサポートとの相互作用を明らかにしたい、ということ

と、本来であればもう少し早めに再就職できたかもしれないのに、「長期化してしまった」失

業者の心の内面の様相を明らかにしたい、という思いが湧いてきた。精神疾患を抱えた失業

者と「どのように受け入れているのかJが違うのか、どうか。「譲れないもの」という自分の

核になるものを浮かびあがる、精神疾患を抱えた人に比べると力強いものがある気がする。

130617: (ゼミ グループsV)精神疾患を抱えた人のヴァリエーションと比較すると、内面

のエネルギーがある。だからこそ、自分の新しい面にクローズアップできている。喰えて言
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lTable4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

うと、「停車中の車がアイドリングしている状態」発進しようと思えば、発進できる状態にあ

る。活動の「源」を感じる。(ゼミ svの意見を受けた研究者の考え)精神疾患を抱えた人よ

りは、健常者の方が、リストラを受け入れる心的エネルギーは高い状態にあることを再確認

できた。したがって、長期化しつつも健常者の失業者{ならでは]のプロセスとして、分析

焦点者自身の内面を振り返りをする中で「譲れないものが浮き彫りにされるJことが可能に

なり、そのことが、なかなか決まらないながらも再就職活動を継続する「源」のひとつにな

っていることが感じられた。

130813:自分との向き合う作業の中で自分がやりたいことが湧き上がってくる。キャリアカウ

ンセラーなどの周囲のソーシャルサポートはきっかけに過ぎない。最終的には、自分の中か

ら湧き出た来たことの中で、やりたいことを決めてし¥く。

130813: E氏の次のヴ、アリ エーションの中には、自分に向き合わないといけないのだが、な

かなか向き合えない現実がある。この葛藤が「長期化」になっている原因のひとつかもしれ

ない。他の分析焦点者のヴァリエーションを見て、概念化する必要があるかどうか判断した

し1。

E157 ここをどうやって進めようって、どうやったらここを歩めるかなと、そこの葛藤

ですよね。=今くどのように自分と向き合って歩めるかの葛藤>

くイン :そうなんですね>

E 1 5 8 最近だからその部分に対して、いやそれでも行かないといけないって(笑)、い

うところの圧力、自分の中での圧力が高まってますね。最近というか、この時間が経つにし

たがってといったほうがしW、かもしれませんね。=今く長期化して、向き合わねばという気持

E氏に場合、「貢献Jできているかどうかが、「譲れないものJとして優先順位が上がってき

ていることが分かる。「長期化」して自分に内面と向き合う作業の中で、自らの人生において

大事にしたいことが「浮彫り」にされてくる。これは、キャリアカウンセラーが「触媒」に

なることもあるし、「家族との関わり Jの中で明確になる場合もある。自分の仕事上のキャリ

アにおいて「譲れないもの」と、家族との関係において「譲れなしリものがあるのかもしれ

ない。家族との譲れないものとして、「ワークライフバランスJ的な働き方があるのかもしれ

失業期間の長期化の要因:①初期の段階での休養期間、②「譲れないものJが明確にならず、

アクションにつながらない、この段階で思考がぐるぐるして前に進んでいない、③現実的に

応募するが、受からない。
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lTable4 :分析ワークシート例:概念名:追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる

研究テーマ:失業期間 1年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明らかにする

分析テーマ:中高年 (40代、 50代)男性失業者が再就職における困難をどのように受け入れているのかを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている失業期間 1年以上の、家族を有している中高年 (40代、 50代)男性失業者

131105: r譲れないもの」という、クライエントが選び、取って、自らの意思で譲れないもの

を選択するのではなく、いろいろむき出しになった時に、最後に残ったもの、「最後の一線J。

最低限守らなければならないライン。追い込まれる。「最後の一線が浮き彫りにされるJr最
低ラインJrボトムラインJr最低源Jr最-後の-線まで剥されるJ

「譲れなし、」とし、う語感からすると、類義語として、「譲歩できなしリ「妥協できなしリ「断

固主張するJrあくまでJr言い張るJr頑として妥協せず」という、強気で、積極的

で、こちらから働きかける、強い語感の言葉である。一方で、分析焦点者は、長期化して再

就職活動の中で、「出口無き暗闇Jを歩き、く底なしの不合格>く積み上げてきたものが崩

される面接不合格>を経て、く永久に職に就けない不安>を感じる等、一種の“底っき体験"

をしている。そんな中での、自分として「大事にしたいもの」というニュアンスを表現した

い。結果、様々な言葉を検討して結果、「最後の一線」という表現がしっくりする感覚があ

ったので、概念名を「追い込まれて最後の -線が浮き彫りにされるJとした。
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すげと、; ぐそfé~ ぐて:好均金頁クために働いで忍んだよねぐ、、ら v)の!ff! C で~;が凌かっ乏で

すげと、品、 るク 1@ニクやつでAでみでdうと、ゃっ;;f!Jぞクいク，f!jv );jj'仕事の'J!OIごと公つで

いぐ L、ぞの忽いがと公いとクよさぐ v);j斗凌v)~ とかLづの;:tゃっ;;f!Jぞクいクごと在んだ、、ぞ5

j<<っていクのを、そクいクのが仕事凌んだ、ろク在止。 l士万=らやりたいごとをさらっと決

めで、決めでつでいクか、 Eつでぞこに82綴‘Lと?v)とやっ;;f!Jざっとクよさぐ v);j斗とたいんだ、

そ5.:5右つでい j!ff!ι、;jj'~でよきた」等である。定義は、『失業期間、再就職活動を通じて、

自分の内面に向き合う作業を続ける中で、企業経験等でまとわりついてきたものが洗い流

され、本来の自分が表れていくプロセスを体験するふとした。そして、『自分の中での変

わらないものよ『自分にとって本質的に大事なもの』等、自分にとって『譲れないもの』

があることは、長期間の再就職活動の困難を受け入れいくことができる要因のひとつかも

しれないことが窺える。書類選考、 面接を何回も落ちて、挫折感、喪失感を体験しても、

周囲から『早く就職しないのか』という プレッシャーを受けてストレスを感じても、継続

的に再就職活動が可能になるのは、心の拠り所になる自分が『譲れないもの』あるからと

想定される。

N. 結果と考察

1.結果図 (Figure2.参照)

結果図の作成については、分析テーマと照合しながら、分析焦点者の時系列的変化のフ。ロ

セスの視点で、行った。 【追い込まれながらの幕引き】では、突然のリストラの宣告を受けて、

長年、献身してきた企業に対して、く多軸の強いつながり>、く蓄積された心理的距離>、

く献身の思いへの裏切り>等、所属していた会社に対して様々な感情が推移するものの、

追い込まれながらも自分で意思決定して、退職するプロセスと、その後の未体験で、先を

見通せない再就職活動を、受身の状態で開始し、手探りで進めていくプロセスを【出口無

き暗闇を歩く】プロセスとして、時系列的に結果図に図示した。さらに、失業期間が長期

化した中高年男性失業者を支援する、 ベテランキャリアカウンセラーの支援の関わりのプ

ロセスを、【受動的二人三脚]と表現して、[出口無き暗閣を歩く】プロセスと並列的に結

果図に示した。また、失業期間が長期化した中高年男性失業者を、キャリアカウンセラー

とは別の視点で支援する、家族、および、仲間の支援の関わりプロセスを、【意図しない家

族・会社時間の逆転】プロセスとして、[出口無き暗閣を歩く】プロセスと並列的に結果図

に示した。

2. ストーリーライン

研究 2のストーリーラインを提示する。再就職支援会社で支援を受けている、失業期間 1

年以上の中高年 (40代、 50代)男性失業者が、再就職に向けて現実を受け入れていくプロ

セスとは，強い愛着もあり、一方で心理的距離感を感じている、所属していた会社からリ
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ストラ宣告を受け、残っても厳しい選択肢しかない中、[追い込まれながらの幕引き】をし

て退職した後、再就職支援会社の担当キャリアカウンセラーから状況に応じた【受動的二

人三脚】の支援を受けて、[意図しない家族・会社時間の逆転】等のキャリアの価値観の転

換を図りながら、【出口無き暗閣を歩く】中でく永久に職に就けない不安>を抱えるまでの

どん底を経験しながらも、現実的な再就職の出口を探していくフロセスである。以下、コ

アカテゴリーごとの分析を記述する。

3. コアカテゴリー[追い込まれながらの幕引き]について

分析焦点者は、 r(B)撲の8貨と Lでl:i、あの、すごいL】ごとやったわげCゃ。いがれよ

みん次といっtJf;，苦定を溜んで、会在のための、今、テー7 とLで大げでいotJの1:i(iiJ，か、

原Js;jSj害V¥んだ、ったらニク 0.1:夕、定P才/.JSj害V\んだ、ったら、ごク 0 .1: 夕 、点t~めにはご

のJf/JJEfJf fj ;jS変i乏で、差ぎ業務第三手jご Lたら、税金点、かから之れ}かる ~ft必い、ぞれを減ベ

で、ぞれをJl!i(JE Jf 1，ご.1tでoんだ、げよ .131.金l:ia之在いから牙ク援を変之。t:3とかね」、 r(J) 

三重伊l:iiliiaかっ乏でず二ぞの、ゃっI:iO!J!/Oづぐ Pつで楽Lい/しですね。 El分の.t/金Cべ>:>/iJ.ラ

ぷずやれと土いですL、6のすごV¥膨大設費用君子拶げでニタやつでいつで」等と語られるよう

に、長年、勤務してきた会社に対して、人間関係、商品等も含め、複数の軸で会社と繋が

り、会社に対してく多軸の強いつながり>を持っており、会社とは様々な視点での愛着を

持っている人が存在する。一方で、 r(A) 愛野、勝のλl:i，巌みたい丘、 8分のI/J{λを決め

oためのIiiみだV¥松葉葬て-;<f1tらl:iやつでまだblプ芝、、から」等と語られるように、会社の同

僚との関係性、会社の中での自分の仕事の位置づけの要因等により、会社と自分の気持ち

の隔たりが拡大していき、会社とは一定の距離感を持って付き合うことが、長年の問に積

み重なることによって、会社とはく蓄積された心理的距離>を持つ人も存在する。分析焦

点者は、所属する会社の業績の悪化、倒産等の理由によって、人員整理の対象となり、リ

ストラの宣告を受けるが、自分としては、長年の問、会社に貢献してきたという思いがあ

るので、 r(D) 変宕話、会在jご賞新 L できた8貨l:iý、 ~ /:iあった 6んですから。そのとさ

l:i tJク Jg!J 万jプ r~l士点。 グ法んで.f.L;j{" つで J:3!J 芝、げで ~l士o ({ c!::":3 v ¥ :3パ事ヂザ必ずと~ft

でoんですか月とよさでは めらδん、 i企業C!::0でのごとでoJ: :3から。長初tJ:3J:3!JでL

たお」等と語られるように、リストラ話に対する会社への怒りが生じ、貢献してきた思い

が踏みにじられ、リストラ宣告時には自らの会社に対してく献身の思いへの裏切り>とい

う感情が生じる。長年、勤務してきた会社に「長年のつながりを断ち切られるj という感

情を抱く。

その後、会社人事、および、上司との面談では、 r(C) た万斗ら、 iEmtJ :3 A針fj;がと公とE

ったのが、安易Fで。 実ER、会在の1:1 ク C!::~ でる、やっぱり年紛のーとのλの1:1 クから、法い

でほLいみたい攻、そんとためん、 tJ:3A乏A之J士、たんで、 {{;h;h、6夕、 Cゃあいいか在"

といクごとで、者星空法綴jご手遅ト寺ぎjプ、〉士/しですげとねJ等と語られるように、会社に残って

も自分のこれまでのキャリアを活かせる仕事がないというく居場所の消滅感>を抱き、面
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談のたびに、 f(G) (!JスメヌZ王子を受躍す-3) テツ !J;Yメと Lでは、 ょ吉ぁ、 苦手衣持者産で

すとか、あと長労務h皆、残った援百合ヲでいクんで、 E> 1--;がI--l士ら今Cやと公ぐでめ、 -@，たぶ

んパ訴え戸、厳つJ士場合つでいクの1;1厚if2!6つでいクのがあ -3 ζ~ 11i{ jんで、ぞのφ?いよさよさで

やっでまた筋症つでいクのがで&~うか~"jかつでいクとその煤 'lI1;1右 V ¥0 で、衣.}ff在家い

を安jプ-3!Jスク1;1~宕案、乏ーと、 /PJ C坊のパが、残ったパの話を原ぐ ζf 、(('I援で:1;rXlJ!Jを

やっでい-3
JJ

とかつでいクパ 6いよさ Lたんで」と語られるように、会社人事、および、上

司からはく残っても過酷な選択肢>の条件が提示され、事実上、会社には残れないことを

感じる。しかし、会社に残留するのか、退職するのか、としづ最終的な意思決定の段階で

は、 r(D) 残忍iÆÉ>~いごと 1;1まかったんです札や1;1 !Jメヂや当然会在仰とすれば、{業番手

1;1，ノア方修正ですから。いわゆ-3パ件費Jウy 井lFfjtI:ク~É>んですから、グス外グI:t.。 当然

残つで É> 4万五<ß李今1:1~'、のポジニンョンる煤ffj[ðft~すん L、今よさでの王子盆魚:来を深 'lI1;1 1--

Jがおとたいつでいクとご δて古。 Cゃあ庄でE>1--j: j id.i、次いと公と」等と語られるように、複数

の不安を抱えながらもく幕引きは自分でする>として、自らの意思で退職を選択して、明

確な見通しの無いまま、「諦めの見切り発車Jをして退職に至る。このように、分析焦点者

は、リストラを宣告されてから退職するまでに、上記のような【追い込まれながらの幕引

き】という一連のリストラに纏わるプロセスを経験する。

4. コアカテゴリー【出口無き暗閣を歩く】について

分析焦点者は、リストラ宣告を受けた後、早期退職制度への応募の締め切りまでの時間が

無い中で「諦めの見切り発車」をして退職後、再就職に対して自分の考えがまとまらない

まま再就職支援会社を訪れ、 r(J) E>っとその、 (J)ぞパノ案件がと》と、、んご夕、 8分 で!JRI--

jご行ぐので1:1なぐで、 dちれば、 ごれは、 ごftl;1ヮでごク (J)ぞパ案件id.iゾ莱-3のかと公ヲでい

の'lfCI;1 1--でいでJ等と語られるように、く受身の姿勢で支援を受ける>という消極的な

姿勢で再就職活動を開始する。長年、会社中心で働いてきたので、 r(H) まあ 14=ぐ、らいE

1;1ヲヲてL で6何年働いたんだ、ラクって- 32 4=1.ごと公Pよさすjプ乙心lfi!I--l士ってLか庄が及

いI--J等と語られるように、まずは何もしないでくしばらくは休むと決め込む>という姿

勢で、「見通し無き休息」を取ろうとする。また、何もしないで休息していると、日々の生

活も億劫となり、社会の関わりからも遠ざかってしまうので、 r(K) -殺に写真を援!J1，ご行

つでみたりとかですね、 よさみ趣味の1:1jを。 (中略) い~~で写真なんか迫害っ疋だjプでμ/度

みに右つでいたのを蜜1!ll1--たりとかですね」等と語られるように、趣味や家の片づけ等、

く就職活動以外にも自ら行動を起こす>ことで、会社以外のネ ットワークとの関わりを持

ち、一定の社会性は保つような行動をする。また、活動の拠点である再就職支援会社では、

長年、所属していた会社と同じように、デスク、パソコン等のファシリティ環境、専任の

キャリアカウンセラーの支援が受けられる等、支援体制が充実する等、 r(D) i!!J1ご1jf(1;1 

必ず f厚皮綴支援会在の才アイスjごノ莱で3λ!l/jですから。ご jV ¥ク易夢 f厚広持者支援会在

の三ナアイス) ið.ì、、 f:41;1ふと~b 1--v ¥0 ふdbl--いつでいクの1;1控室でたぞの援があ グがたい
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el!Jつでよさすから、 #.I:i多いjご/宮原d1fでいただ、いでよさ-;-0rh!Jがたいです。tJ等と語ら

れるようなく活動拠点がある安心感>もあり、再就職活動の前半戦は心理的にも穏やかな

時間が流れているような空白期間がある。一方で、失業期間中に、様々な手続きにおいて

自らの所属を記入しなければならない場面等に遭遇すると、 r( 1 )ぞれl:i(f"(/乏ば電話で、

(iiJ ;j:l ffij乏1;1: 伊L必み書、書ぐに LでtJ(f"tJ x /;1'e"ごかのどテγ震 のλ会伊L必み書、書ぐ

に Lで6、書jプ次V¥;f:フげです。tJ等と語られるように、く社会的位置づけの喪失感>を味

わうことになる。

分析焦点者は、暫くの 「見通し無き休息」期間の後、本格的に再就職活動を開始する段

階に至る。 この段階では、長年、前職での勤務経験があるので、 r(1)で6やっぱ!Jlつの

業度、よきあ業態、業種、厳産ですね、厳産でずっとやっでよさ Lたのでお、ぞのへんでいげ

/;1'::tあそん去にお、その、あの、必t.P/:f!::"のあれば在かったですね。が厚子ごで8分のす

ーノルスポイン外;j:.jiiJ.かとなったとまに/:i::tず、ぞの/経験をよさずJ番つでいクかたちですか

ら」等と語られるように、これまでのくキャリア継続へのこだわり>を持ち、前職で、培っ

た経験、スキルを活かした仕事を再就職活動の目標にして活動を開始する。しかし、本格

的な活動を開始すると、応募書類の完成後、複数の会社に同時並行で応募するが、数多く

の書類選考不合格に遭遇して、 r(C) だ局、受げられ与とご与は盆筋交げたがとほとん

J書類でアク外だっ乏ですねJ等と語られるように理由も分からず、何度受けても受から

ないく底なしの書類不合格>を体験し、気持ちは落ち込むことになる。また、何度も書類

を送った結果、ようやく、書類選考を通過して面接にまで至る会社との出会いも生まれて

くる。面接においては、 r(I)ほんとにや3美'fh~うのか在とかね。 (ilii1#の援におjプ3ノ携が

6ぞクf士"L-tt$/ごLでるそ:3;士、、L、ゃっ/;;!!J (iiJでいクノしですかね、芦原-1$'でLづダ灘、の

h -33きJプ答之、ぞクいつだめのがさらっとでê"~うかといクかつでいクのは当然点、/苛ニク f冨

長子宮ソるプロですから。やっぱりプロjご対Lでやっ/;;!!Jごつら tJ7
0

ロ彦裁で厳よさ在V¥ 止、

ゃっ/;;!!J難 LいとEつで::tすんでj 等と語られるように、詳細な会社研究、および、模擬

面接等、周到な面接対策をするが、この段階でも数多くの面接不合格を体験する。書類選

考と違って面接では事前準備に力を注ぐため、<積み上げてきたものが崩される面接不合

格>も複数体験し、心理的ダメージは大きい。このように、再就職市場における厳しい「度

重なる不合格の山に阻まれる」体験をする。

分析焦点者は、 r(F)交付さつでいクの/:i、あの、そクですね。 停止いク/しでL-J: :3点、

停でるBðんf士、たんですJ:;þ。スを》ら待jj!J~tきを浮つでと公い。 いぞろ/七次業産をごクやつ

でさで-3ので、待尻/ごごが滋い、ぽんとに、あの、つでいクとご δ ;j:.~ 更す-3/，ご緩みがほ

んとの彦抹での強みを浮つでと公いJ等と語られるように、これまでのビジネスマン経験で

積み上げてきたく強みが活かせない>体験をすることになる。そして、 r(D) ごの f厚就

綴~M憂きやはぽ虜ですロとおo .A/;J:ちJっとA乏で3げよごの/否嘉手8併は厳ですね」等と

語られるように、自己肯定感を失い、く永久に職に就けない不安>に陥る。このような状

況に対処するために、 r(I) tJ:36停にAe"で、点、 6 H.=rキ径の若草jご乗っで、多少点、 l 
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時!l/J、 2 p.1=!l/J.かかっで6ぞの謀者、援に171プ-3):クなぞの{己主冴のノずイクノルだげはつぐっで

.t3;j~在いと」等と語られるように、在職中のような、く生活リズムを変えない>ことで、

体調の維持とモチベーションの維持を図っているが、この段階では、再就職活動の「暗閣

の中を足踏みしている絶望感Jを生じる。

このような 1年以上の長期の再就職活動の中で、これまでの自分のキャリアの振り返り、

これからのキャリアの展望、そして、自分の内面と向き合う中で、自分のキャリアにおい

て、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>体験をする。応募しても合格には至

らない数多くの失敗体験が続いている、一連の再就職活動の中で、く永久に職に就けない

不安>も経験する中で、『自分のやりたいこと』、『こだわりたいこと』等が次第に、『浮彫

り』にされ明確になってくる。このような自分にとって『譲れないもの』が明確化される

プロセスを経て、 r(I) (;厚辰吉綴党ぷりと公いノしです二あれば、よき芝府fですjプe"tJ、ぞのぞクいク

8分泌ス1&-3 (ごれよさでのキャYアグi冴かす-3ノアィーノル戸別よきず右いわげですから。ぞ

ク在-3e、アィーノル大みでやっ/;I!J (.厚友綴フでtd'、-3を得必いといクか、 tJ:3ぞれが夢実

です~o tJ:3ぞれ/;[tJ :3ぎつで-3次iflCゃ凌いですからお」等と語られるように、『譲れな

いもの』を中核に据えて、く選択肢を封じられた現実を受け入れる>段階に至る。この段

階では、r(I) E!分では探Lされでと公い案件をだオLでぐれ-3e vづ o ;'::'7)斗らそれであ-3

度続可定住をÆい必世-3といいよさずか、あの、タ/さf/j~ でぐれで-3とい 5 の/;[ tJのすごぐ

IF!ι、まれぞれ/;[tJのすごい、あの、 eh!J ;jS、危ぐo c1ちの、新得Lで石、新待感といク 6の

がt.P~ δ8分jごとつでは緩いか tJ~れないですね」、 r (F)いδいδとずジェスデョンを与

乏で 6 らつで-3 ζ~ ，{I(いよきた・. (や晶子ノ・ .fLの、だ〉がら、 SE  (システAエンジニアノ t
かPL (.プロジ、ェク f!/一夕、一人 PM(.プロジェク井7-*ージャーノヲでいクので、条件

弱震かげでで、ぞれにタ/っかかんと公いやっ (Jjぞパfif叛ノとか6、あれ、ごI&Bd/レf痘当

キャグアJククンすグ一人どクゃったらぽ;ベf管帯の弱点ぎにノタ/づかかノしのつ -cfLのじ攻

パfif離の後ダノ条件ではタ/っかかん之れゆですjプじ/..."、 jjf者 fの求パ1停詩Fノで'.Aででぐれdう

んで ~J: :3かね」等と語られるように、担当のキャリアカウンセラーから、本人のキャリ

アの実情を見据えたく限定された求人情報の提供>がなされて、キャリアチェンジを具体

的に検討する段階に至る。そして、次の段階として、 r(1) dすがにあ-3程度、 1F;j静めと公6

の tJeh!JよさずL、ぞク在-3とやっぱり8分のでさ-3$fj/lf/つでいい与さずか、 弓滞在$fj/lfJつで

Lづのは凝られでさよさすので。芝、、からぞの、疲られ-3'PでCゃあV\かjご f厚~jt綴党をノ旋

すかっでいクごとですロとお。ゃっ/;1!Jぞクいクふク凌考乏才jごは変わっでまで/;iv悼すね」

等と語られるように、自分の置かれた状況に合わせて、く限られた選択肢を検討せざるを

得ない>状況に追い込まれる。一方で、再就職活動について、く受身の姿勢で支援を受け

る>状態で開始し、「見通し無き休息Jを経て、 r(H) 威主きめには、 tJ:3ちょっとだ、から、

あの、やっぱパ/管'1fiJlff5LでとたJいとかみク£す。tt.。あ乏でダ戸1#;'ご*勿f士冶eいクのはつ

ぐづぐぞ:3，{I(ヮ℃ぞれ (fffiJlff);jS'eh-3とだL叫ん若クとた」等と語られるように、失業期

間が長期化していることに対してく無計画で過ごした後悔>を感じながらも、前を向いて
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活動に取り組む状態になっている。分析焦点者は、このように再就職先について、「限られ

た選択肢を検討せざるを得ない」としづ状況に追い込まれるが、再就職というゴールを目

指して、キャリアカウンセラーとともに歩んでし 1く段階に至るのである。

以上のように、分析焦点者は、未体験の再就職活動としづ、先が見通せず、【出口無き暗

閣を歩く】ような行動を、再就職支援会社のキャリアカウンセラーを中心として、周囲の

支援者と共に歩んでいくという一連の時系列のプロセスを体験する。

5. コアカテゴリー[受動的二人三脚】について

再就職支援会社の支援を受け始めた分析焦点者は、不安な気持ちで再就職支援会社を訪れ

るが、そこで担当キャリアカウンセラーと出会う。キャリアカウンセラーと話をして、 r(D) 

求当、 るク 21Fi!iぐと土石んですJ:。ごクゃっf士.fo'lザ#1.子いのcpで。£みず乏で-3c!:iib

れたらそれ与さで右んで ~J: ク jプ乙凌か凌かどλ三JJtfJ" のつる P でやっで-3J::3 之公定が

~~大 Jヲぎるぎヲ 1::/しですげと、、、 :&1ごとつでとつで '6 ëh !J がたい/しですJ。一厳にや

っ1;f!Jやつでぐれで-3J等と語られるように、く頼れる存在と二人三脚>で再就職活動が

できる安心感を得る。キャリアカウンセラーは、 r(J) El B分がをす-31ご6一つの事委にか

Lでご夕、ごft'6 ehJちですよごタです。とつでいクみたい。とごδの%f;ずさをごク支援L

でぐれた P、ぞの、 よさあ、 E援と1:t-3とローノルプレイングとかで、今@/.ょに 5い:3c!:ご弓

へfjぐのでちょっとE援のごん夜、 8分でiiõfJぎの 6 のを書いでまで、ご:3~づ iiõ/}f-rとヲ

ですかとか、ごの会在jごλ -3 1ご三ぎたつでご:3~づ誘査を L で4うんですげよそれl:it!l点/:i

tデつでよ吉すかねとβサ等と語られるように、分析焦点者の置かれたく状況に応じた支援>

をする。く受身の姿勢で支援を受ける>ことで再就職活動を開始し くしばらくは休むと

決め込む>ことで「見通し無き休息J期間を過ごした後、本格的な再就職活動を開始した

分析焦点者は、 r(G)最初にsdん{省当キャグアJククン古グーノからiibftlをのは、気

持ちを勿ら宕いよク jご、少と公ぐとめ最初、 1在とか2在とか応募Lでいたんで、 6T]にそ

れを/JRffi~たんで 7ノ与に右つでやっと応募 ~I::ノしで、 ({eh ih '"切りた M みたいにZわれで、

で、 t:;J:ヮとスターメ;j3J/J!!ぞ5だ冷つでLづm象を受げられたんだ、c!:AN :3んですげれとι、

“るっと、 10 在ぐ、ら~ )石;茅L凌ぐちゃf士、、めですJ:"c!: J等と語られるように、キャリアカ

ウンセラーから、ある一定の応募社数を受けるようにく応募状態の維持を促される>体験

をする。この段階では、分析焦点者が受身の姿勢であること、そして、再就職が初めての

経験でもあり、キャリアカウンセラーに「受身の個別支援に先導されるJ感じで、自らの

強し、意志というより、キャリアカウンセラーに促されるような形で受身の態勢で再就職活

動が始まる。

次の段階では、分析焦点者は、 r(K) ハズ、v '6 âめで、(~ぞパ案件をノ 20----30 浮つで片言つで

ご夕、手裏話0/[;ゃ次いですげれc!:"， (iiJ f/lj ;j ~必;募でされJゴ;よさみそれで分、 L必;茅 ~l士。t :31:t 

%/ごと公-3つでいクのるあ-3/しですげれと潟、いぐら iiõ/}f~rいかなぐでめですね、 c!:!Jeh 

乏ず、やつでみ与さ Lたみたい之公定jごはと公-3んですJ:J等と語られるように、キャリアカウン
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セラーからく選択肢の格下げを突き付けられる>体験を経て、これまでのキャリアとは異

なる求人に応募するが、書類選考も面接も何度受けても受からない状況を至る。この段階

に至ると、 r(1)ぞれ(沼当キャグア汝クンすアーから泌?と~ftl::求パノはそこで会ぐぎ夕、

野手ぐ、病波の片手続みたいでL-l士げと、る。“ああ、ぞク右んだ、nつでいクの1;1!FIt; ~ L-1:: /d.o 

tJjぞク在-3e、ん一。 といクか、 よさあ 6のすごぐ “fj BiSJE:" dftl士。tj~!FI ι、でL ノ好

局、 8分jごはでさ石、 “あんたにはだズ?でさ-3の f求パノはこん右 tJ/しです。t"といクごと

を突~fすげられたといクか、 官定 L-~ðい。t" つでい j tJ のたやったんだなっでいクのは、

ぞのとさにすごぐ!FIt;与を L-1::/d.J 等と語られるように、キャリアカウンセラーから、第一

志望以外の入社できそうな会社、および、これまで想定していなかった職種、雇用形態を

提案されて、く意に反する仕事への抵抗>が生じる。このように、分析焦点者としては、

これまでとは違った職種、および、キャリアチェンジを促す求人等が提示されるとキャリ

アカウンセラーからの「格下げの選択肢強要への抵抗」が生じてくる。

このように、キャリアカウンセラーとはく頼れる存在と二人三脚>という関係性から始ま

り、キャリアカウンセラーから「受身の個別指導に先導されるJ段階、キャリアカウンセ

ラーに対して「格下げの選択肢強要への抵抗Jを感じる段階を経るなど、分析焦点者と担

当キャリアカウンセラーがく状況に応じた支援>を軸に、【出口無き暗閣を歩く】ような再

就職活動を 1年以上に渡り継続してきたプロセスを経て、 r(E) あ-3;&:続初対E芝、ったら

決 Lでい乏タい。tj之土庁$つであ-3t;ゃ次いですか。ごft;j3'Jちれば宮j1:1 j tJ s V)やすい

L、s:hftl::l:1ク6在んでL-J:夕、受げJEめられ-3eごδがあ-3t;ゃ凌いです';j弘ぞの、

ごの飛躍労'f}f}gf ;j 3'、飛躍Jがら却でぐ -3tJのがその彪煤みたいとわ震乙、。んですよねo • • • ('1台

晶子ノ・・・ 8ずにその進/むでぐ原身力jご、プレy シャーを原嘉手力jご変乏-3、 e"jやつでいいの

か分かんまかったとごδjご。 ζゲクやつでいいのかに分かノレ在かったつでいクか、そごを。

んとかLだいつでEヲでたんだげと・も、さっかげがと‘っかでっかめ設いとこそ5があったと

ごδjご、創媒的必6のがあったから8分のやで在んかか変わっで、ぞれをさっ」がげに8分

fjJ争点、げつご jg{bつでいぐっでいjlff1t;ですかねJ等と語られるように、分析焦点者と

キャリアカウンセラーとのやりとりが作り出す『場』の力が「共有した時空間が触媒にな

るJという経験をして、再就職活動が前向きに展開し始める。具体的には、キャリアカウ

ンセラーから提示される、キャリアチェンジを実現した人の事例等、 r(B)僕らは必要守1;11 

@] L-;j~右いじゃ右いですか。あの、 fキャグアJククンでデグーのノ疑似経験l;1f有TaO-rJtJeh -3 t; 

や凌いですβ弘ぞの凝IfJffiJをあで1;1め右がら、話を Lでぐれ-3e、今でいje、一番表~

1;1.尋子豆ぎのとご弓jごちゃんと17げよきず.ko f.tの度当Lでいたパ1;1ご夕、 ごクでL-l士。 とい5
5をさぐと、安者1;1L-よさすげと、おJ等と語られるように、自らのキャリアの切り開いたく

限られた可能性の例示>を聴いたり、具体的な求人情報など、く限定された求人情報の提

供>をされることにより、「身の丈感の共同醸成」がなされ、具体的な活動ができるように

なる。このように、分析焦点者は、キャリアカウンセラーとやりとりする場を「選択肢の

狭まりを余儀なくされる」場としながらも、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされ
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る>経験をして、く選択肢を封じられた現実を受け入れる>ことを検討して、く限られた

選択肢を検討せざるを得ない>状況になってし 1く。

分析焦点者とキャリアカウンセラーは、ある時は寄り添いながら、ある時はナピゲートし

ながら、あるいは、ある時は介入して抵抗等の感情も湧いてくる等、その時々に応じた距

離感を持った支援をされることを表現した【受動的二人三脚】の関係性を持ちながら、と

もに再就職の『出口』に向かつて一緒に歩むような一連のフ。ロセスを体験している。

6. コアカテゴリー【意図しない家族・会社時間の逆転】について

分析焦点者は、 r(B) 大応援Eです。亡。 l 1F!l/JI:t大丈夫だ》ら。 l 1Fl;i、今主t~クちを原

み凌いで、家族の慶次んでAでい。いパ。んf士》与ら、 jol;[るちゃ/しの扇雀o/fJAでいとれ川

右んた》ら、 l1F!IIJl;iプラプグ Lでる井手わ在いから。ぞれcとか、 fiiEv)ゃなEいを Lで、

eh/;t 1士の後δ長舎をAでい-31:1j;jよいやだ二 で6、 l1f言。と」等と語られるように、く家族の

否定しない態度>にも後押しされて、く幕引きは自分でする>ように、自らの意思で退職

するプロセスを経ている。その後、分析焦点者は、再就職支援会社を活動拠点として、再

就職活動を開始するが、退職して出社する場が無いので、 r(J) MI;iよさあ Lっかり食事εL

たり、 f菱石?ノ Ai.ぎ-3eニδょ吉でやっで、 f妻が王子在からノ続つでから1;i1Jjをごクー結jご食

べ石つでLづ4MIご。って。 家P'YfJ 7停止g}~γらいには f岩手在からノ続つでま￡すから、

そこから6-3よさでは王子gjf;j3'eh -31しですげとつ等と語られるように、く家族との会話の増加

>という、これまで経験してきた会社中心の生活とは違う生活リズムで日々の生活を送る

ようになる。また、分析焦点者は、 r(J) fj分;j3'(4習いでで延安'7j3'主婦Lでで、 で、 l!l/liJから

す-3と三主婦労働jごかLでか留をぷわ在さやいjプ在いか fJL-れない、 4ずのちJっとちゃ/しと

考乏で凌い/しですげr、かfJL-ft如、。 でるぞれ1;it3分t3J争点、危ぶ/しそんな6の f家事j

l;i労働Cゃ右いみたいと公ごとをEつでたff!f.分があっで、 で、ぞクす-3ζI:Cゃあ、 jo!!iJ (iiJ L-

でんだ》でい j;j:;、 f停に対Lで食わすで6らつでdうんだ'7;f.1士い右とご弓があっで、 ごれが

ごヮら仁主婦)Iごと公って£すから4-1;1，。一三笠原論家事/;]やつでで、 ご連日f宇ヲでとかヮで

やっでよさすげと1等と語られるように、家にいる時聞が長くなり、家族の食事を作る、家

の掃除をする等、配偶者に代わって家事を担当する頻度が高くなることによりく家族の用

事への関わり>が深くなり、家族との関わりの比重が高くなる。このような流れで、再就

職先を考える視点として、 r( 1 )やつが夕、ぞの、仕事つで(iiJのためにす-3かつでいク止、

全彦ですからお。全度基盤を支すd-t!: {，うためにft夢をす-3っていクのがよさず第ーですから。

ぞク在ったとさにft要J:!JfJ家族つで、 Cゃあ家族大事にすdうために仰をす与のつで在っ

ite#1ご、 F守ごフ jごCゃあ、仰を笠んで-3か厳か在さやいjプ之れ¥理解L次きゃいjプ凌ハ

ぞれl;iCゃあ均二 jjj3逆jご金銭的とた 6のき::-)jぞめでたと Lたら、 よきた筋復護軍を変:tft右いん

です。tJ等と語られるように、家庭生活への比重を高め、くワークライフバランスを考え

る>ことをするようになり、再就職先を検討する視点が変化してし、く 。

再就職活動において、家庭生活の比重を高めるということは、求人の給与面での条件の
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優先順位を下げることにつながり、 r(D)失業煤般の手当でfyld:ぐと公つで勿れたとさに第

三ぎをAで、 ((/ijfi最低いぐらあれば己主彦でさ-31しだ、JJ e:いク尻F.flごか之つでlと語られるよ

うに、再就職の応募先の、く給与面で折り合いをつける>ようになってくる。一方で、再

就職活動が長期化してくると、 r(I) l4iAiめにはやっぱりつらいですよね。J/X.λeh-3blプC

や次いですからお、 fyj失業深政fyi，井手ぷフつでつでld:-3e:、 fyjeh とは家族で、ぞれごそ家

族でみん必で身If1.デポフd"-3乏を得よさすノしから。ぞれがやっぱク点、ヂマIfl星空右Jつでいj/Ol、

ぞれに対Lで1;1やつがIJfyのすごいあの、 8己競害jごfJlE-3:1.フげですげと二やっぱり家族jご

1;1;害V¥ねつでいクのがあグ与さすから」等と語られるように配偶者、家族に対してく無収入

への引け目>を感じるようになり、仕事が無い状況に対して、ストレスを感じるようにな

る。そして、応募先に関してもく給与面で折り合いをつける>ような再就職活動が進行し

てし 1く。このような、く家族との会話の増加>、く家族の用事への関わり>、くワークラ

イフバランスを考える>という、家庭生活の比重が高まっていくプロセスを経て、家族と

の会話も増えるので、分析焦点者自身の再就職活動の状況も家族に共有されることになる。

そして、再就職活動の厳しい現実も、配偶者、家族等にも認識され、 r(G) よきあ、 eh~l士

E援だ、止、 句、つiiñfJt;ói深まった j: JJ と L づ三葉~ii つでい与さすんで、 “お之、だ、めだ、つで

iffbftでいぷごとは犬変ね n ヲでLづ。 よきthtftのや、大変だっでいクの1;11匂;がのテvど凄

溜の停案とかを疲でかつでい-3で ~j: j ~、で、妻の1;[j fy ~ずE、危凌ぐ在ったつでご t

i “手ぐf有7とかLでよnζ':1;1 iffbld:いですねJ等と語られるように、再就職活動のく厳し

さを家族と分かち合う>ことになり、分析焦点者は、家族からの支援も受け、継続的な再

就職活動が可能になる。

一方、分析焦点者を支える役割になり得る、所属していた会社の元同僚等の仲間は、同

じタイミングで再就職会社の支援を受けている場合もあり、活動当初は、分析焦点者は、

r (G) (;併/野の序在1;1ノオ2'v ¥ですね。あのー、王子ffff;jS奔ぐld:-3ヲでいクごとがなかった

L、苦労L でい-3のI;lfj分注Vプ Cゃ次いんだ.、つでいクのがあっ危 ~o 得 6からぬパぇ戸、苦労

Lでい各ヲでいクのと炉原点、-/f，II，ご苦労Lでい-3つでいクの1;1.遣いよさす。tおJ等と語られ

るように、元同僚という仲間の存在があることによりく自分ひとりだけではない安心感>

もあり、リストラという厳しい局面に遭遇しながらも、比較的安定した精神状態で活動し

ている段階もある。また、具体的な再就職活動においては、応募する求人情報等、再就職

関連の情報について、 r(G) ピごは館、広募~j: j 乙宮つでb 匂んだげé:"JJ ム "j ール、

tjj:っとぎjld:，。ごごにλったら苦労す-3在JJ e:fyjlパ;jS'iffった Pとかで、 “で6応募L

設いごとにはbか/し次い C や之会V\JJ つでiffbft よさ ~l士げれれ等と語られように、く元同

僚の情報共有>が再就職に直接役立つ有効な情報源でもあり、情報共有できる場が心の安

定にも繋がっている。しかし、活動が長期化してくると、仲間の中には、再就職先が決定

してくる人も出てきて、次第に情報共有の頻度は減り、分析焦点者それぞれが、 r(F)北安

局長初のごδ1.ょtJi:耕助jごヲでぎったら変ずですげよ手年jご1@ぐち L吹み王子があったんで

すげよ長i!ify j次ぐ。っちゃったんですげと冶」、 r(A) ;Aの殿場のパとかはあ〆しよさPコ
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~.... .:.z.ニクー;ンョンLでとたいですげr、f旬パか/;[，長;;;の6クノザぐらいの局fjl.才、だ棒、 メーノル

で2、3かノ与に 1 @ぐらv\/;[や P と !J ~ でいよ吉 ~itげれよ と公かとたかやっ /:f!J ~づらい 6

の/;[eh !Jよきず。tね」等と語られるように、く仲間から離れていく>体験をして、元の会社

の「会社を通じたつながりが薄れていく」としづ状況になる。そして、さらに長期化した

段階では、大体の人が再就職を決定して、再就職が決まらない分析焦点者は、 r(D) プレy

シャーでた決£った帯苦受jプdうのはクft~v ¥，友田Eプ。レコノ;ンャ-'60 ・. . (与白峰子ノ・. . iE 

i1leh!Jよさすね。焦 !J/;[!l% Cよさす。tt.o ({ (EJ分/;[) (ïiJやつで/しだ~'，):: JJ つでまたご :3tWち必u

んですjプζ公平仁三ぎぞの繰り i!ff~ ですよね」 等と語られるように、く取り残される焦り>が

生じてくるようになる。

このように、再就職の長期化によって、分析焦点者の中では、家庭生活の比重が高まり、

再就職先についてもくワークライフバランスを考える>ようになるプロセスを経る一方で、

元会社と同僚との関係性は、く仲間から離れていえ〉体験をして、く取り残される焦り>

も感じつつ、元会社関係者との関わりが減っていく「会社を通じたつながりが薄れていく」

を経るプロセスの中で、[意図しない家族・会社時間の逆転】というプロセスが生じている。

v.総合考察

研究 2を通じて、再就職支援会社で支援を受けている、失業期間が長期化している中高年

男性失業者がどのような体験をしているのか、について明らかになったと同時に、キャリ

アカウンセラ一等の支援者が失業期間の長期化している中高年男性失業者を支援する上で

のいくつかの心理的援助の視点が示唆された。

1. W出口』が見えない絶望感を受けとめる支援

分析焦点者は、コアカテゴリー[出口無き暗閣を歩く】が表現しているように、失業期間

の長期化の中で、再就職のゴールという、『出口』の光が見えない中を、く底なしの書類不

合格>、く積み上げてきたものが崩される面接不合格>という、度重なる不合格を経験す

るプロセスの中で「度重なる不合格の山に阻まれるJ絶望感を抱えながら、もがき苦しみ

ながらやっと思いで歩んでいる。分析焦点者のヴァリエーションからは『闇』という表現

も抽出され、さらに、『このままではホームレスになってしまう』というヴァリエーション

が表現しているようなく永久に職に就けない不安>を抱えて、社会のどん底に落ちてしま

うような底なしの恐怖感、および、『出口』の光が見えないトンネルを歩んでいるような見

通しのない絶望感を抱く局面があることが示唆された。

このような【出口無き暗闘を歩く】分析焦点者を支援するためには、何度も書類選考が

通らないく底なしの書類不合格>の辛さ、事前準備しても何度も面接が通らないく積み上

げてきたものが崩される面接不合格>の辛さに、共感し寄り添いながら、前を向いて再就

職活動が継続できるように支援すること が重要であり、その担い手として、【受動的二人三
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脚}と表現される、独特な信頼関係を持つ、再就職支援会社のキャリアカウンセラーが存

在している。再就職支援会社のキャリアカウンセラーは、再就職活動のある局面では、分

析焦点者がく頼れる存在と二人三脚>という感じを受けるくらい、肩を並べて【出口無き

暗閣を歩く】感覚を抱くが、ある局面では、再就職先のく選択肢の格下げを突き付けられ

る>思いをして、さらには、キャリアチェンジの提案等、く意に反する仕事への抵抗>を

感じる存在でもあるような、[受動的二人三脚】の関係だからこそ、共感しつつ、ともに歩

むことができる存在であることが示唆された。

2.過去の『固い物語』から将来の『柔らかい物語』へ転換する支援

研究 2では、中高年男性失業者は、長期化する再就職活動期間中に、これまでのキャリア

を振り返りながら将来のキャリアを考える中でく追い込まれて最後の一線が浮き彫りにさ

れる>プロセスを経験していることが示唆された。すなわち、『パ!l/Jの衣質めに必要松6の

の薪分』、『ニft-!:'やクた(;\んだ、é強ぐ忍乏-.3~、『ごご l;t~揺がjご三菱Fft/;tいつでいったとごδ』

等のヴァリエーション表現されているように、中高年男性失業者にとってく追い込まれて

最後の一線が浮き彫りにされる>プロセスを経ることによって、今後のキャリアを考える

上で、自分が『譲れなし、』大事にしていきたいものが明確化し、く選択肢を封じられた現

実を受け入れる>、く限られた選択肢を検討せざるを得ない>としづ再就職実現に向けた

プロセスを進み、再就職に向けての活動が促進される。

高橋(2010)は、中高年失業者にとって、失業の意味を長期的視野から問い直す必要性を挙

げている。研究 2におけるく追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>プロセスは、

これまでのキャリアを振り返って、自分にとって『譲れないもの』を長期的視野から問い

直すプロセスと捉えることもできる。支援する側の視点としては、この『譲れないもの』

を大事に取り扱い、単に再就職先を決めるだけの視点だけではなく、広い意味でのこれか

らのキャリア、つまり、『し 1かに生きるべきか』について、これまでの会社中心の価値観で

は気づかなかった視点等、分析焦点者が、失業という{出口無き暗閣を歩く】体験の中で

の『譲れないもの』に気づく局面を意識した支援が必要であることが示唆された。特に、

失業が長期化する中で、く底なしの書類不合格>、く積み上げてきたものが崩される面接

不合格>、く永久に職に就けない不安>等の挫折、喪失体験等の局面が、く追い込まれて

最後の一線が浮き彫りにされる>機会になることが示唆された。

新田 (2002) は企業組織とその組織で働く個人の関係性を表現することについて、企業

人が組織に関わる時に支えとなり拘束ともなる諸要素を包括的に象徴する概念として『組

織との物語』を提示している。研究 2においては、所属していた企業、仲間、および、経

営者への強し、愛着等の『組織との物語』は、『企業戦士』のように『没入』して働くための

支えとしては必要ではあったが、再就職活動においては精神的不安定感を醸成する原因に

もなり、再就職活動の阻害要因にもなっていることが示唆された。また、新田(2002)は異質

性、他者性を排除して固く構造化され変化に対して閉じられている『固い物語』に囚われ
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てしまうと、単一の物語への固着・依存・盲信につながることを指摘している。一方で、

新田(2002)は『固い物語」の対極にあり、異質性、他者性にも関わり、経験に対して聞かれ

ている『柔らかい物語』という概念を提示して、柔軟な筋書きで構成され、他者・自己・

環境の多様な事象との相互作用で新しく変化し続けていくことの重要性を指摘している。

研究 2におけるく追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>で表現されるような、

中高年男性失業者が将来のキャリアを長期的視野で考えるプロロセスは、自らの物語を書き

変えるプロセスと比愉的に捉え、中高年男性失業者が、企業との関係で蓄積してきた『固

い物語』から、多様な事象の相互作用によって新しく変化し続ける『柔らかい物語』に書

き変えていくプロセスと捉えられることが示唆された。しかし、中高年男性失業者が物語

を書き変えるプロセスは、く底なしの書類不合格>、く積み上げてきたものが崩される面

接不合格>、く永久に職に就けない不安>等の挫折、喪失体験等、未経験の異質性、他者

性と遭遇する中で相当な痛みを伴い、中高年男性失業者の状況に合わせた心理的援助が必

要であり、再就職支援会社のキャリアカウンセラーの役割として、く追い込まれて最後の

一線が浮き彫りにされる>プロセスの中で、過去の『固い物語」から将来の『柔らかい物

語』へ転換する支援も必要であることが示唆された。

VI.研究 2の限界と今後の展望

1 .研究2の限界

研究2の限界として、以下の点が挙げられる。

( 1 )研究 2においては、再就職支援会社で支援を受けている、失業期聞が長期化(1年

以上)した中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験しているのかを明ら

かにすることを目的とした。したがって、再就職支援会社で支援を受けている失業期間が

長期化(1年以上)した中高年男性失業者の失業体験のプロセスのモデルを提示している

が、限定された範囲におけるモデ、ノレの提示にとどまっている。研究 2においては、失業期

間が長期化(1年以上)した中高年男性失業者を研究対象にしたが、その他の属性の中高

年男性失業者も心理的援助を必要としている。例えば、失業期間の長期化という視点の範

礁でも、ハローワーク等の公的機関を中心に活動をしている、失業期間が長期化している

中高年女性失業者、および、精神疾患を抱えて失業期間が長期化している中高年男性失業

者等、様々な切り口での属性の相違によって、どのような心理的援助が必要なのか、につ

いて異なる可能性もあり、それぞれの属性における失業体験プロセスの調査が必要である。

(2 )研究 2では、再就職支援会社で支援を受けている、失業期間が長期化(1年以上)

した中高年男性失業者の失業体験のモデルの提示にとどまり、再就職支援会社で支援をす

るキャリアカウンセラ一等、支援をする側の調査は行っていない。失業期間が長期化して

いる中高年男性失業者の心理的援助については、支援を受ける側と支援をする側の両方の

調査を実施しモデル化できれば、提示するモデ、ルの精度が向上することが想定される。
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( 3 )研究 2においては、再就職支援会社の支援を受けている人が研究対象であり、提示

したモデ、ルは再就職支援会社という限定されたフィールドにおける、失業体験のプロセス

のモデルの提示にとどまっている。前述したように、再就職支援会社で支援を受けている

失業者は日本における失業者全体の 1"-'2%程度と想定される。したがって、失業期間が長

期化している中高年男性失業者の失業体験モデルは、ハローワーク等の公的機関利用者、

および、 NPO等の再就職支援機関等、他の領域にも存在することが想定される。

2.今後の展望

以上の研究 2の限界を踏まえると、今後の展望として以下のことが挙げられる。

( 1 )今後は研究対象を広げて、再就職支援会社の支援を受けている中高年失業者の うち、

中高年女性失業者等、研究対象を広げることを検討したい。

( 2 )今後は研究対象を広げて、中高年男性失業者を支援する側である、再就職支援会社

のキャリアカウンセラーの調査も研究対象として、支援を受ける側と支援をする側の相互

作用も扱い、立体的なモデルも検討していきたい。

( 3 )今後は研究対象を広げて、例えば、ハローワーク、および、就労支援を目的として

いる NPO法人等、失業期間が長期化している長期化中高年男性失業者の再就職活動を支

援する他のフィールドにも調査対象を広げていきたい。他のフィールドにおける、失業体

験のモデ、ル、および、心理的援助のモデ、ルの特徴等を比較検討することにより、それぞれ

の組織における支援の特徴が明確になり、失業期間が長期化している中高年男性失業者へ

の支援の視点が増え、支援の精度が向上することが想定される。

第 5章 再就職支援会社のキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセス研究

1 .問題意識

研究者の問題意識としては、中高年失業者は多軸のストレスに曝されており、心理的援助

が必要とされているが、十分な心理的援助を受けられていない状況にあると認識しており、

中高年失業者の支援については、再就職の現実的なスキル面の支援だけでなく、メンタル

面とキャリア面を統合した臨床心理的な支援が必要なのではなし、かと考えている。再就職

支援会社において、これまで数多くの中高年失業者に対するキャリアカウンセリング経験

が豊富なベテランキャリアカウンセラーにおいては、日頃のキャリアカウンセリングにお

いて、心理的援助をしているのではないか、そのプロセスを明らかにしたい。

II. 目的

研究 3は、再就職支援会社のキャリアカウ ンセラーの心理的援助のプロセス研究であり、

再就職支援会社で働くベテランキャリアカウンセラーに関する M.GTAを用いた質的研究

を通じて、中高年失業者の再就職を支援するキャリアカウンセラーとして、中高年失業者

58 



に対してどのような心理的援助をしているのか、について明らかにすることを目的とした。

ill. 方法

1 .データの範囲 (Table5.参照)

(1)調査対象者

調査対象者は、研究者が所属している、業界大手の再就職支援会社で働くキャリアカウン

セラーの中で、再就職支援会社におけるキャリアカウンセラーとして 5年以上の経験を積

んでいるベテランキャリアカウンセラーとした。さらに、ベテランキャリアカウンセラー

の中でもクライエントに対して心理的援助が一定水準以上と想定されるキャリアカウンセ

ラーを対象とした。具体的には、キャリアカウンセラーとしての経験年数、担当したクラ

イエントの人数等の定量面、及び、クライエントからの終了後のアンケート、同僚のキャ

リアカウンセラーからの評価等の定性面の両面において、中高年失業者への心理的援助が

一定水準以上と想定されるキャリアカウンセラーを抽出した。調査対象者には、事前に依

頼文書を渡し、調査の了承を得てからアポイントメントを取った。面接時に改めて本研究

の目的と意義、調査内容の取扱いと秘密保持について説明し同意書にサインをしてもらっ

た。調査は研究者が所属している組織の会議室で行われた。面接調査の内容は本人の了解

を得て、すべて録音により記録された。調査期間は 2011 年 2 月 ~7 月。調査対象者に 1 人

90分程度の半構造化面接を行った。面接では、再就職支援会社のキャリアカウンセラーと

しての姿勢、手法、やりがい等、キャリカウンセラ一個人に関わることと、キャリアカウ

ンセラーとして中高年男性失業者にどのように関わっているのか、等を中心に自由に語っ

てもらった。

調査対象者は 11名で、あった。それぞれのインタビュ一時間は、 78分から 113分であった。

調査対象者の許可を得てインタビ、ュー内容を録音し、逐語記録に文字化した。

(2)分析対象者

上記の条件を満たす、 11名のキャリ アカウンセラーに面接調査を実施した。結果、 11名中

2名が女性のキャリアカウンセラーであ り、他の男性キャリアカウンセラーのインタビュー

内容との質的な相違も懸念されたが、逐語化してデータとして精査したところ、他の男性

キャリアカウンセラーのインタピ、ュー内容との質的な差は無いと判断して、調査対象者全

員 11名を分析対象者とした。

(3)データの収集法

調査対象者に対して個別の半構造化面接を行い、データを収集した。以下のインタビュー

ガイドをもとに、調査対象者に自由に語ってもらい、その語りの流れの中で研究者の意図

的な質問を加えた。

(4) インタビューガイド

面接調査では、キャリアカウンセラ一個人に関わる項目とクライエント支援に関わる項目
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Table5.再就職支援会社キャリアカウンセラー調査対象者(11人)一覧(うち、分析対象者11人)

|分析対象者2 I分析対象者3 分析対象者4 分析対象者5 分析対象者6 分析対象者7 分析対象者8 分析対象者9 分析対象者10 分析焦点者1

A氏 B氏

2011年2月 2011年2月

83分36秒 78分6秒

男 女

60代前半 60代前半

7年 10年

ピアノ教師、官
公庁研究所等

営業の企画
マーケット、営
業技術、広報。 1lピアノ教師、官
退職する直前 | 

|公庁研究所の
は事業移管、関|

|秘書・助手、教
係会社の設立 l

、|育相談機関で
等を担当。代理|lの相談員等
庖の事務局、人 E

材育成のトレー

ナ一等

C氏 D氏 E氏 F氏 G氏 H氏 I氏 J氏 K氏

2011年5月 2011年6月 2011年6月 2011年6月 2011年6月 2011年6月 2011年6月 2011年7月 2011年7月

104分28秒 105分40秒 78分34秒 113分51秒 88分57秒 85分31秒 81分23秒 81分32秒 101分15秒

男 男 男 男 女 男 男 男 男

60代後半 60代後半 50代後半 60代前半 50代前半 60代前半 50代前半 50代前半 50代後半

6年 10年 7年 8年 7年 8年 5年 6年 7年

大手情報出版| | |大手情 器
大手家電メー

大手総合商社 大手金融会社
大手家電メー

留学支援会社 会社、広告制作建設会社、広告アパレル会社 関連メーカー l 
力一 カー 会社、人材紹介制作会社

会社等

海産物関連の
主に営業、官の|営業、人事のス|営業、監査、コ|人事、関連会社|事務、秘書、留 1

I~.~I~~~~~-:'I~'::=~~~ '.~ 1::::~~1~~~~1:!.1=~'~~~ ttd I制作、営業、制
再就職支援組|タッフとして社内|ンブライアンス|の立ち上げス |学コーディネー|I ::~~';~~~t'~I-:~~~~~" 1';:'~~~-'-I/" r~-- 作管理職
織のスタッフ等|の再就職支援|の管理職等 lタッフ等 |タ

スタッフ等

、制作会社|営業
スタッフ等

営業

CE4〉2 



を調査した。

くキャリアカウンセラ一個人に関わる項目>

①これまでのキャリアについて

②キャリアカウンセラーを志した理由

③キャリアカウンセラーとしての仕事のやりがい

④キャリアカウンセラーとして大事にしていること

くクライエント支援に関わる項目>

①初回面接における支援について

②応募準備段階における支援について

③多数応募しても受からない段階における支援について

④大幅なキャリアチェンジを検討する段階における支援について

⑤長期化している中高年失業者への支援で気をつけていること

⑥ うつ等の病気を抱えているクライエントの支援で気をつけていること

(5 )倫理的配慮

インタビ、ュー調査依頼の際に、調査対象者のプライパシー遵守、データの管理方法、調査

結果の公表時の配慮、本調査においてスーパーヴァイザーの研究指導を受けること等、に

ついて口頭および文書にて説明し、同意を得て実施した。

(6 )調査期間

インタビューの実施時期は、 2011年 2月"'-'7月である。

2. 分析方法

研究 3で得られた逐語データは、 M.GTAにより質的に分析した。 M.GTAは木下(2003)に

よって考案された質的研究法であり、データに密着した継続比較分析により、医療、介護、

福祉等のヒューマンサービス領域の研究テーマに限定された範囲において、説明力に優れ

た動的理論を生成する質的研究手法である。この研究法は、相互作用性・プロセス性を持

った人間行動に関して、説明力があり予測にも有効とされる。また、分析ワークシート等

の具体的手順、結果の応用等、一連のプロセス自体が、研究結果の“検証"になり得ると

いう立場が明示されており、研究結果の現場での応用を視野に入れている研究 3の目的と

も合致した。さらに、研究 3は、以下の点で M-GTAに適していると考えた。

( 1 )データに密着した分析による人間行動に関する“理論生成"という観点では、研究

3は、再就職支援会社で支援をしている、ベテランキャリアカウンセラー(キャリア 5年

以上)が中高年失業者に対してどのように心理的援助をしているのか、について説明力の

あるモデルを生成することを目的としている。

( 2) 分析対象とする現象の“プロセス性"という観点では、再就職支援会社のベテラン

キャリアカウンセラーが中高年失業者の心理的な援助のプロセスは、リストラ宣告を怒り

や不安の負の感情を抱えながら、再就職活動を開始して、再就職活動で遭遇する中高年失
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業者を支えながら、再就職に至るまでの過程を支えていく心理的援助のプロセスという、

限定された範囲の集団の動的なプロセスを含んでいる。

( 3 )応用者が最適化を図りながら目的に応じて“現場で活用する"という観点では、再

就職支援会社において、様々な困難に直面する中高年失業者に対してどのような心理的援

助をしていけばよいのかについて、具体的な支援の手法への応用につながる可能性がある。

(4) “社会的相互作用"という観点では、再就職支援会社で支援をしている、ベテランキ

ャリアカウンセラーの心理的援助のフ。ロセスは、直接、支援をする中高年失業者本人、お

よぶ、本人のお家族、仲間、および、キャリアカウンセラ一等、複数のソーシヤルサポー

トと関わりながら、現実を受け入れていくプロセスである。

3. 分析テーマと分析焦点者

M-GTAで、は分析テーマと分析焦点者の 2点から分析を進める。研究 3の分析テーマは「再

就職支援会社で支援をしている、ベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対して

どのような心理的援助をしているのかJとして、また、分析焦点者は「再就職支援会社で

支援をしている、 ベテランキャリアカウンセラー(再就職支援会社のキャリアカウンセラ

ー歴 5年以上)Jとした。

4. 分析手順と分析ワークシート

分析手順については、以下のように進めた。まず、前述した分析テーマに照らし合わせて、

自らのキャリアカウンセリング体験を詳細に語ったキャリアカウンセラーのうち、豊かな

内容を語っており、研究者が最も着目した人の逐語を繰り返し読み、分析することから始

めた。次に、研究者が最初に重要と思い、着目した文脈の語りを検討し、その意味の解釈

に沿って他の文脈や他の人の逐語データについて類似例を検討した。そして、該当すると

思われるヴァリエーションを抽出し、それらを総称する定義を記述し、概念名を決めて分

析ワークシートを記述した。また、分析ワークシートには、対極例や検討した事項等を理

論的メモとして記述した。さらに、最初の概念とは逆のヴァリエーションを抽出し分析ワ

ークシートを作成した。このように、比較分析を継続的に行った。また、研究結果の信頼

性、妥当性を高めるために、事例研究の分析段階で共同研究者のゼミ大学院生と繰り返し

ディスカッションを行い、指導教授のスーパーヴィジョンを受け、分析を行った。

5. 概念く再就職に対する本音の尊重>の生成過程

概念生成のひとつの例を提示する (Table6.) 0 r斜字体」はヴァリエーションからのデータ

である。なお、 oは研究者による語りのデータの補足である。

概念く再就職に対する本音の尊重>の概念生成は、企業をリストラされて退職しえ後、

再就職支援会社を訪れた中高年失業者との初回面談の際、例えば、『再就職活動をせず、暫

くはお休みしたいのですけど』等の相談がある等、再就職に対して意欲が低い人がし1た場
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l Table6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ・ 再就職支援会社のベテランキャ リアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ :中高年失業者に対するキャリアカウ ンセラーの心理的援助のプロセスを明 らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援をしているベテランキャリ アカウ ンセラー

概念名

定義

ヴァリエーション

再就職活動に対する本音を聴く→130824(概念名変更)本音の尊重斗131116(概念名変更)

再就職に対する本音の尊重

-再就職活動を始めるにあたって、クライエントがリストラのことをどのように受けとめ、

再就職活動について、どういうことを感じているのかを確認する。クライエントの再就職に

ついての本音を尊重して支援を開始する。=今130824(定義変更)再就職活動を始めるにあた

再就職活動について、どのよ

して支援を開始すること。

-でも今、あなたの考えを整理される必要があるんではないでしょうか。そういう意味では、

私にどんな話をしていただいても、それを前の会社にとか、ほかの人にとか、ゅうのはあり

ませんから、安心してお話していただいて結構ですよ、ということをさせてもらってるんで

すけど。(C) 

(G 7P)・やっぱり、栄養を話移送:t彰が務総と、やっぱり、できる限りのその方の思い

に沿った支援ができないと思うので、中にはそんなこと話す必要はないと，思っているかもし

れないし、そういうことは人の前では話したことがないとそんなこと出てこなし、かもしれな

いですよね。だけど、 診

と、いうようなところで、今後の方向性について確認をしてみると、

ような初回面談にしています。

(J 7 p) 

くイン 1つの成果ですよね。その人にふさわしい就職先が見つかったっていう成果、見つ

けてきた。あと 4番目なんですけどね、これも漠としてんですけど、キャリアカウンセラー

として日々大事にしていることみたいな。カウンセラーとしてクライアントに接するである

とか、ご自身として大事にしていること>

J 1つは、 断裂勝報総泌さということですかね。と、気付きを大事にしてるとこ

ですかね。

くイン:これつであれですか、キーワードを見逃さないっていうと、一言で言うと結構シン

プルなんですけど、なかなか難しい>

J :難しいですね。
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lTable6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ:再就職支援会社のベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ:中高年失業者に対するキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセスを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援をしているベテランキャリアカウンセラー

くイン:ね、ことだなと思いますけど>

J :難しいと思います。

くイン :具体的に例えばキーワードを見逃さないことをするために日々どんなことをされて

(J 7 p) 

J :うーん。傾聴というか、会話のやり取りの中で見逃さないということですかね。

<イン:ああ。本音が出る瞬間みたいの>

J :ありますよね。

くイン:ぼろっと言う感じのね>

J : 

くイン:はあ。そういうのってありますか。本人、気付いてないんだけど>

J :ありますね。

J :うん。追求するとありますよね。

(J 10P) 

くイン:はあ。経験値がそうですか、やっぱりそういう、ちょっとぶつけてみると>

J :うん、考えてますね。キャリアチェンジというよりは、基本的には 50代の半ばから後半

の方は、何歳まで働くかということは必ず聞いてるんで、基本的に今だ、ったら 63か 64、そ

っからですよね。

くイン:なるほど、なるほど>

J : 60からもう一回、転職活動するのかっていうことなのか、継続したものを目指していく

のかということは年齢が高い方から聞いてますね。

(D 9P'"'-'10P) 

ここに来て再就職したいんだ

普通にどんどん動いてらっしゃる

方はあまり。大事にしていることっていうのは、要は、切れ目なく応援をするということと、

総裁;定義治家制約う砲と、

て、 1年過ぎても、何かあったら相談はいつでも乗るから、おっしゃるようなサービスは終

わってるけど、その後わたしを頼ってくださるんだ、ったら、役に立つことであればやります

よと。これが普通に動いている方はこうです。それから、あとは、

どうしていいのか分からないという方のときは、まず、あんまりぐじぐじゃってないで

す。どうしたいのか。今までどうしてきて、これからどうしたいのか。何やりたし 1か分から
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l Table6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ:再就職支援会社のベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ:中高年失業者に対するキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセスを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援をしているベテ ランキャリアカウンセラー

関しては、最初はなんとか決めたし 1から、うちにある案件どれがいいか、近いのないか。も

っと乱暴なことを言えば、 57、58だ、ったらマンション管理、 警備しかないよねと、そういう

ふうに言ってるカウンセラーも居るようですけど、わたしはそれ言うときは最後で、もうや

めてくださいのときしか言うまいと思ってまして、まず、どうしたいのか。でも今は難しい。

それは市場の環境からいくと、それはできない、というふうなことをある程度、辛抱強くや

る。そういう辛抱強さが大事だなと思ってます。

(D 1 0 P) 

D:あと、ほんとに何したいのか分からないような人には、案件紹介はあまりしてないんで

す。さっき言ったのと似てるかもしれません。

が大事にしていることっていったら、

す。

(D 1 1 p) 

ということになりま

D : 2割ぐらいですかね。やっぱりあれですね、若い方には少ないんです。やはりお年、召

した方は、分かんないよの前に、どうせないよと。それから、無理だと思うよと。今、若者

なんで就職できない。おれみたいに 55、56の人聞が行けるところがあるわけがないと。 D

さん、あるんですかというふうに言ってくることもあるし。あと、わたしがもがいたって決

ですから、よく拝聴する、あのー、会員さん、お客様の声を真

撃に聴く。それはすごく大事なことでばかにしてはいないのですが、会員さんがお話しする

ことが、体裁を作っている、プライドが邪魔している、こういうことは思っていないんだけ

ど言う、という人が相当多いんで。例えば、うちの情報共有シート、あれは初回面談で、そ
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